
 市川市文学ミュージアムの概要  ～機能構成模式～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称： 「市川市文学ミュージアム」 
設置目的：市川ゆかりの文学や映像文化等に関する資料を収集、保存、展示して、市民の利用に供し、学習

の機会及び活動と交流の場を提供することにより、地域の文化、市民の教養の発展に寄与する 
 
 
 
 
 
 
 
 
業務：（１）文学、映像等に関する資料の収集、保管、展示及び利用に関すること。 
   （２）文学、映像等の調査研究に関すること。 
   （３）文学、映像等に係る講演会、講座等の開催に関すること。 
   （４）施設及び附属施設の利用に関すること。 

基本理念 

 多彩なメディアを通じ、市川の文学や映像文化に親しみ、様々な表現活動や地域活動に取り

組む、新たな文化交流発信施設 
１．市川の文学や映像文化を継承し、まちの魅力を再発見できるミュージアム 
２．あらたな「まちの文化」を創造するミュージアム 
３．だれもが親しめ、市民と協働でつくりあげるミュージアム 

          各エリアの機能・役割 

 展示機能（学習・交流） 学習機能（学習・活動） 

その他 構成施設 

 

 
 
内容 

・市川ゆかりの文学、映像文化に関する

収集資料、調査研究成果の公開展 
・広く全国にアピールできる企画展 
・子どもが楽しめる企画展 
・他の文学館等と連携した巡回展 等 
取り組み方（実施サイクル） 

・3 ヶ月程度の企画展に短期展を組み合

わせる 
・展示替え期間はおおむね 2 週間程度 
・未利用期間は 1 ヶ月以内に抑える 
その他 

・企画内容に応じて観覧料を徴収する 
 （但し、上限を千円とする） 
・図録を始め、企画展関連冊子、リーフ

レットを作成する 
・冊子類は有料、一般販売とする 

 
 
内容 

・文学の街いちかわの魅力紹介 
・誰もが親しめるガイダンスゾーン 
・気軽に利用できる無料スペース 
取り組み方 

・映画（水木）、演劇（井上）、 
小説（永井）、詩歌、文芸に 
区分したテーマ展示紹介 

・文学の街の案内 
・複製資料や映像モニタを活用 
その他 

・受付、施設案内 
・ミュージアムショップ機能 
・映像資料の視聴 
 
 

 
 
内容 

・市川ゆかりの文学および映像文化に関

する資料・情報の収集（アーカイブ） 
・資料・情報の提供、レファレンス 
・ワークショップの開催 
取り組み方 

・開架資料の閲覧 
 （市川を描いた文学作品、ゆかり作家

の作品、コレクション（水木・宗・

小島）の著作・蔵書など） 
・書庫資料（貴重資料）の閲覧 
・ファイル、データーベース形式の情報

提供（文学／所蔵写真／映像等） 
・資料等の有料複写サービス 
・図書館資料の検索、利用紹介等 
その他 

・文学系ワークショップの開催 

２階 企画展示室 ２階 通常展示エリア ３階 資料室 

 

 

・講演会、演劇公演、コンサート、映画

上映、朗読会などが行えるホール 

 

２階 ベルホール 

 

 

・映像編集機器を用いた映像編集の 

 場の提供（講座・個人貸出） 

２階 映像メディア編集室 

 

事業内容に 

ついて 

（検討） 

資料１ 

２階 グリーンスタジオ 

平成 25年 3月 26日市川市文学館検討委員会用資料 

            市川市映像文化センター 

資料３ 

２階 アナウンスブース 

地階 音楽スタジオ 

外部連携施設 

 
水木洋子邸 

 

・主催講座の開催や、文学や映像文化に

かかわる団体への貸出 

 

２階 文学研修室 

進捗・予定 

運営形態 

（報告） 

資料２ 


